
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年４月発行 №51 

 

 
風が暖かくなり道も乾いてきました。図書館では春の読書週間 

企画を用意しています。お気軽にご参加ください。 
 
４月に入ると利用者カードの年度更新をしています。 
カウンターでは来館された方に登録内容の変更はないか 

声掛けをしています。変更がある場合は登録変更の手続きを 
お願いします。 
 
自動車文庫やまゆり号の市内運行が再開となりました。 

 広報・ホームページ・ツイッターでご確認ください。 
 

 対 象：中学生以上 

定 員：10名 

持ち物：30ｃｍ定規・筆記用具・タオル 

申 込：図書館カウンター又は電話 
電 話：01654-2-4751 

受付け：3/24~4/20 

 

 場  所：市立名寄図書館本館 

対  象：３才～小学生 

内 容：絵本読み聞かせ  

    紙芝居 

    パネルシアター 

申込不要です 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本館５/４（木）・５（金）と分室５/４（木）の行事

は休みとなります。 

 

 

 
名寄本館(２階会議室) 

ペンギンクラブ         ３歳未満 

第１・第３木曜日  10：30～11：15 

金ようおはなしクラブ    

３歳以上～小学生 

毎週金曜日     15：30～16：15 

土曜ビブリオトーク     一般向け 

第２土曜日     13：00～14：00 

 

風連分室 

おはなしポケット       ３歳未満 

毎月最終火曜日  11：20～11：25 

風連子育て支援センター「こぐま」 

おはなしタイム  

３歳以上～小学生 

第１・第３木曜日  15：15～15：30 

風連児童会館 

 

※イベントは変更や中止になる場合があります。HPやTwitterでご確認ください。 

 

『ぼくらは、まだ少し期待している』 
木地雅映子∥著 中央公論新社 

2022 年 913.6/キ 本館所蔵 

 

 2013 年の夏、複雑な家庭環境の同級生秦野あさひが母が連れて出てい

った弟を捜す旅に出た。土橋輝明は無謀な彼女を放っておけずに弟の航

と札幌から東京へと向かう。しかし輝明自身、何故あさひのことが気に

なるのかわからないでいる。これは青春小説と確信するも、物語は東日

本大震災後の原発、家庭崩壊、ＰＴＳＤ、児童福祉、経済政策へと数々

の深刻な問題が盛り込まれて話は進んでいく。実はここ数年、日本が抱

え続けている問題ばかりなのです。主人公土橋輝明の恐るべき高校生ぶ

りに感心しつつ読んだ作品でした。（Ｏ） 
 

図書館員おすすめの１冊 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 書  名 著 者 出 版 社 貸出回数 

１ マスカレード・ゲーム 東野圭吾 集英社 31 

２ 透明な螺旋 東野圭吾 文藝春秋 28 

３ 奇跡 林真理子 講談社 25 

４ 同志少女よ、敵を撃て 逢坂冬馬 早川書房 24 

５ 白鳥とコウモリ 東野圭吾 幻冬舎 23 

５ 子宝舟 宮部みゆき PHP研究所 23 

５ 今度生まれたら 内館牧子 講談社 23 

５ 探花 今野敏 新潮社 23 

百科事典を使っての陣取
り合戦をしました。 

小学校３～６年生対象に

開催。ルールをすぐに理解し
てゲームをスムーズに進め

ることができました。 

 

お気に入りのぬいぐるみと 

えほん、紙芝居を楽しみました。

ぬいぐるみは図書館でひと晩 
お泊りをしてきました。 

 

 

イベント開催報告 

令和４年度貸出ランキング 

年間貸出回数、上位５位までの本をご紹介します。名寄図書館では東野圭吾さんが 

人気で３冊入りました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

改正道路交通法の施行により、令和５年４月１日から自転車利用者のヘルメッ

ト着用が努力義務となりました。罰則規定はないそうですが、大人も子供も利用

できる便利な乗り物。安全に自転車ライフを楽しみたいですね。ぐーんと行動範

囲を広げてくれる自転車をテーマに本をご紹介します。 

『おやこで自転車

はじめてブック』 

疋田智∥監修 

ぼちぼち自転車くらぶ∥文 

柚木ミサト∥絵 

子どもの未来社 

2015 年 681/オ 

『じてんしゃにの

れたよ』 

スタジオタッククリ

エイティブ 

2017 年 53/シ 

 

『北の寂旅』 

長谷川哲∥著 天夢人 2022 年 H291.1/ハ 

雲へ続く道、サロマンブルーの誘惑、炭鉱町叙景、大雪山系

ヒルクライム…。中年男ひとり、広大な北海道を自転車で彷徨

って見えてきたものは。累計 4661km の北海道自転車旅の記録。

ツーリングリ時の装備・輪行方法・撮影等の説明も収録。 

『おばあちゃん、青い自転車で世界に出会逢う』 

ガブリ・ローデナス∥著 宮崎真紀∥訳 小学館 2021 年 963/ロ 

 90 歳のマルおばあちゃんは、メキシコでつつましく暮らして

いた。ある日、遙か昔に別れたひとり息子がすでにこの世にい

ないこと、そして自分に孫息子がいることを知る。マルは青い

おんぼろ自転車で孫をさがす旅に出る…。 

 

ちょっと気になる話題 


